
第5期

大東ガスパートナー株式会社 （単位：千円）

科　　　　　目 金　　　　額 科　　　　　目 金　　　　額

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

流動資産 61,177 流動負債 126,429 

　　現金及び預金 41,445 　　買掛金 35,325 

　　売掛金 14,998 　　リース債務 20 

　　未収入金及び未収収益 3,478 　　未払金及び未払費用 85,020 

　　製商品及び仕掛品 677 　　未払法人税等 180 

　　原材料及び貯蔵品 153 　　賞与引当金 5,532 

　　前払費用 419 　　預り金 347 

　　その他 5 　　その他 2 

固定資産 292,873 固定負債 284,987 

　有形固定資産 292,620 　　長期借入金 272,745 

　　建物及び構築物 282,263 　　リース債務 8,552 

　　工具器具備品 53 　　資産除去債務 3,474 

　　リース資産 10,304 　　株式給付引当金 215 

　投資その他の資産 252 

　　差入保証金 210 負 債 合 計 411,417 

　　前払年金費用 42 （ 純 資 産 の 部 ）

株主資本 57,365  △         

　資本金 40,000 

　利益剰余金 97,365  △         

　　その他利益剰余金 97,365  △          

　　　繰越利益剰余金 97,365  △          

純 資 産 合 計 57,365  △         

資 産 合 計 354,051 負債・純資産合計 354,051 

（注）記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

貸　借　対　照　表
（令和2年3月31日現在）



個　別　注　記　表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　(1) 資産の評価基準及び評価方法

　　 ① たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　　商品　　　　　　　　　最終仕入原価法による低価法

　　　　　仕掛品　　　　　　　　個別法による原価法

　　　　　貯蔵品　　　　　　　　個別法による原価法

　(2) 固定資産の減価償却の方法

　　 ① 有形固定資産　　　　　　定率法

　　　　（リース資産を除く）　　ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）

　　　　　　　　　　　　　　　　並びに平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物

　　　　　　　　　　　　　　　　については、定額法を採用しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　なお、主な耐用年数は次のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　建物　　　　　　　　　　　15年

　　　　　　　　　　　　　　　　　工具器具備品　　　　　　　６年

　　 ② リース資産　　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用し

　　　　　　　　　　　　　　　　ております。

　(3) 引当金の計上基準

　　 ① 賞与引当金　　　　　　　従業員の賞与の支給に充当するため、支給見込額を計上しており

　　　　　　　　　　　　　　　　ます。

　　 ② 退職給付引当金　　　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付

　　　　　　　　　　　　　　　　債務（及び年金資産）の見込額に基づき計上しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　数理計算上の差異は、各事業年度における発生時の従業員の平均

　　　　　　　　　　　　　　　　残存勤務期間以内の一定の年数（８年）による定率法により按分

　　　　　　　　　　　　　　　　した額を、発生した事業年度から損益処理しております。

　　 ③ 株式給付引当金　　　　　株式給付規定に基づく従業員の親会社（大東建託株式会社）株式

　　　　　　　　　　　　　　　　の給付に備えるため、給付見込額のうち当事業年度に負担すべき

　　　　　　　　　　　　　　　　額を計上しております。

　(4) 収益及び費用の計上基準

　　 ① ガス事業売上高　　　　　　　　検針基準

　　 ② 完成工事高及び完成工事原価　　工事完成基準

　(5) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

　　 ① 消費税等の会計処理　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

　　 ② 記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

２．当期純損益金額

　　 当期純損失　　　　　　 　　6,575千円


